
東京医科大学における女性研究者支援の取組み 
 
 臨床の医師や医学生への支援を行ってきた「医師・医学生支援センター」（平成 22 年度設立）を、

平成 25 年 11 月より「医師・学生・研究者支援センター」に組織を改変し、基礎医学や看護学科（平成

25 年 4 月新設）における研究者、とりわけ女性研究者の研究活動を支援する部署を新設して取組みを

展開している。 
 
【取組体制】 
 新たに研究者支援部門の責任者（副センター長）を任用し、既存の①就業継続・復職支援、②育児支

援、③相談窓口、④学生・研修医支援、⑤調査・広報に加えて、⑥研究者支援の 6 つのワーキンググル

ープで連携、検討を行いながら、研究活動支援、就業継続支援、意識啓発等の事業を推進している。 
 
【平成 25 年度から現在までの活動内容】 
（１）女性研究者に対する支援体制 
・担当部署の開設（平成 25 年 11 月） 
・女性研究者メーリングリストの作成（平成 26 年 9 月）及び情報提供 
・相談窓口機能充実（相談室、授乳室の開設、女性研究者のためのメンター制度の構築） 
 
（２）柔軟な勤務体制の確立 
・研究助教（短時間正規雇用制度）の設置（平成 26 年 9 月） 
 医師が利用できる「短時間正規雇用（病院助教）」を研究者にも適用し、育児・介護・研究等により 

常勤が難しくなる研究者を継続雇用し正職員として身分を保障する。 
・保育環境の整備 
 東京女子医科大学とファミリーサポート連携プログラムを開始し（平成 26 年度 4 月）、一時保育、 
 学童保育、病児保育等に対応できる制度を構築、運用している。 
 
（３）研究活動補助者の配置、雇用計画の策定 
・研究活動補助者の配置ニーズ調査（平成 25 年 11 月） 
・研究活動補助者の配置（平成 26 年 1 月～、4 月～、10 月～ 半期ごと延べ 3 回 延べ 45 名） 
 
（４）女性研究者の採用人数及び上位職女性研究者を増加させる取組み 
・科研費フォローアップ助成金制度の女性研究者枠の設置、実施（平成 26 年 7 月） 
・女性研究者のための科研費セミナー、個別相談の実施（平成 26 年 9 月～10 月） 
・上位職を目指す女性教員枠制度の設置（平成 26 年 10 月～） 
 
（５）研究者等を対象とした意識啓発のための活動 
・ホームページ等による広報周知、ニュースレター、リーフレットの作成 
・研究者のワークライフバランスアンケート調査の実施（平成 26 年 2 月）、解析結果の発表 
・講演会、研修会を企画開催（シンポジウム、管理職研修会、育児・介護に関する講演会等） 
 

 
【連絡先】 東京医科大学 医師・学生・研究者支援センター  
 TEL: 03-3342-6111  FAX：03-3342-9351  E-mail:ishi-s@tokyo-med.ac.jp 
 URL: http://www.tmu-shien.com/ 
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事業計画

↑ シンポジウム ↓

支援体制図

・女性教員比率向上のためのポジティブアクションとして業績の評価において
同等と認められた場合には、女性を積極的に採用する旨の文言の提示や
公募案内に掲載する。

・「女性教員枠」
女性教員を任期付きで講師以上に新規採用する。

・女性教員を講師以上に昇任させる場合は、環境整備費を付与する。

科学研究費不採択者への助成を目的とした「科研費フォローアップ助成金」に

女性研究者枠を設置して研究環境を確保する。

女性教員雇用促進策の策定 H26年9月

４．女性研究者の採用人数及び上位織女性研究者を増加させる取組み

科研費フォローアップ助成金の女性枠設置 H26年7月

女性研究者向け科研費セミナー・個別相談 H26年9月

本学医学科学生数・大学院生数・教員数に占める女性割合

終了後３年以内
平成30年までに
女性研究者比率

全体の3割を目指す
平成27年度取組み
終了時の目標26.3％

↑ ５月に開催した本学での
ファミリーサポート説明会
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